	看 護 計 画 表

氏名　サンプル　様　　　　　　　　　　主治医　Dr 　　受け持ち 牛根Ns　

	病名
	精神科
	AL依存症、

	
	その他
	

	日付
	看護目標
	
	問題点
	
	計画
	
	評価
	Nsｻｲﾝ

	10

／

12
	長期目標

ARPを修了する事で、退院後も継続治療が必要であることを理解し、本人・家族が選択する方向に退院できる

短期目標

#1　ALの問題がある事を受容し、身体や精神状態、または家族に悪影響を与えていることを述べる事ができる


	#1


	飲酒の問題について再発の可能性が高く、社会復帰が困難である


	#1


	O-P

①V.S　②表情、行動、言動

③腹部膨満、腹痛の有無

④食事摂取、食欲の状況

⑤皮膚の状態、横断の有無、掻痒感　⑥検査データ

⑦飲酒の引き金の有無

仕事、家庭、借金など

⑧家族、友人の面会状況

⑨精神、心理状況　⑩向精神薬のミリ数、服薬期間、増減　⑪断酒の意志とﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ、否認、怒り、罪悪感、自己否定感、問題の把握

T-P
①医師、家族から患者に対する情報を得る

②毎日不安を表出できるようコミュニケーションを図る
③毎日1回は予習を促す

④日曜日は薬係又はチームが予習の最終確認をする

その際、必ず回復するが、再発の危険性も高いことを十分患者に理解してもらう

⑤日曜日に体重測定

⑥木曜日第1,3,5 ARP参加　14時～、第2、4 15時～研修室でNOMAN勉強会へ案内

⑦外出、外泊時はＡＲＰファイルの宿題を一緒に行う　あ□事前に計画表の作成

⑧帰院時にALチェックを行う。陽性の場合、飲酒を認めるか否かを記録

⑨再飲酒時は責めず帰ってきたことを誉め、不安と向き合いつつ離脱症状を観察

⑩再飲酒時は個室へ移動

⑪あ□退院前作文の作成

E-P

①AL多飲による身体的な障害について患者に説明

②入院中自力で規則正しい生活を送れるよう指導

③家族と同席で外出・外泊オリエンテーションを行う

④退院後の生活と保健所、福祉事務所、断酒会、家族会について説明する

⑤精神的孤独が再飲酒に繋がる事を説明し、断酒会を案内

⑥再飲酒時はこの経験を今後の生活にどう生かすかを考える

⑦大切な人、お世話になった人、家族や友人に「入院中の現状を手紙でかいたらどうか？」と提案し内観をすすめる。

⑧人生の目的やゴール、それを達成する目標を見つけ、自我同一性の確立を促し、ALの精神依存からの脱却を図る
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